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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
日
印
原
子
力
協
定
に
関
連
す
る
「
見
解
及
び
了
解
に
関
す
る
公
文
」
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

「
見
解
及
び
了
解
に
関
す
る
公
文
」
（
以
下
「
公
文
」
と
い
う
。
）
一
ⅰ
に
規
定
す
る
「
当
時
の
イ
ン
ド
共
和
国
外
務
大

臣
プ
ラ
ナ
ー
ブ
・
ム
カ
ジ
ー
氏
が
二
千
八
年
九
月
五
日
に
行
っ
た
声
明
」
（
以
下
「
九
月
五
日
の
声
明
」
と
い
う
。
）
は
、

平
成
二
十
年
九
月
五
日
に
ム
カ
ジ
ー
・
イ
ン
ド
外
務
大
臣
（
当
時
）
が
イ
ン
ド
の
軍
縮
・
不
拡
散
に
関
す
る
立
場
を
再
確
認

す
る
た
め
に
発
表
し
た
声
明
で
あ
り
、
イ
ン
ド
に
よ
る
核
実
験
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
継
続
等
の
政
策
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

公
文
一
ⅰ
に
お
い
て
「
九
月
五
日
の
声
明
」
と
規
定
し
た
の
は
、
日
印
間
で
の
協
議
の
結
果
、
か
か
る
表
記
に
よ
り
、
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
が
十
分
明
ら
か
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

三
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
公
文
一
ⅰ
か
ら
ⅲ
ま
で
の
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
側
代
表
団
の
代
表
が
述
べ
た
我
が
国
の
見
解
で
あ
る
。
公

文
二
に
お
い
て
は
、
公
文
一
ⅰ
か
ら
ⅲ
ま
で
の
規
定
を
含
む
公
文
一
の
規
定
が
、
両
国
の
見
解
の
正
確
な
反
映
で
あ
る
こ
と

が
了
解
さ
れ
て
い
る
。

一



七
に
つ
い
て

公
文
一
ⅳ
に
規
定
す
る
「
異
議
を
申
し
立
て
る
権
利
を
留
保
す
る
」
と
は
、
異
議
を
申
し
立
て
る
権
利
を
保
持
す
る
と
い

う
意
味
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
補
償
に
関
す
る
請
求
が
発
生
す
る
場
合
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
原
子
力
の
平
和
的

利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
（
以
下
「
協
定
」
と
い
う
。
）
第
十
四

条
�
は
、
再
処
理
の
「
停
止
が
六
箇
月
の
期
間
を
超
え
る
場
合
に
は
、
両
締
約
国
政
府
は
、
発
電
の
中
断
が
イ
ン
ド
の
経
済

に
及
ぼ
す
悪
影
響
に
つ
い
て
の
補
償
及
び
契
約
上
の
義
務
の
中
断
を
理
由
と
す
る
損
失
に
つ
い
て
の
補
償
に
つ
き
協
議
す
る
」

と
規
定
し
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

公
文
の
日
本
側
の
署
名
者
で
あ
る
大
菅
岳
史
の
官
職
は
、
外
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
兼
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
兼
ア
ジ
ア
大
洋

州
局
南
部
ア
ジ
ア
部
兼
中
東
ア
フ
リ
カ
局
兼
中
東
ア
フ
リ
カ
局
ア
フ
リ
カ
部
で
あ
り
、
イ
ン
ド
側
の
署
名
者
で
あ
る
ア
マ
ン

デ
ィ
ー
プ
・
シ
ン
・
ギ
ル
の
官
職
は
、
外
務
省
軍
縮
・
国
際
安
全
保
障
局
長
で
あ
る
。

二



十
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
協
定
の
規
定
か
ら
協
力
の
停
止
等
に
関
す
る
我
が
国
の
権
利
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
が
核
実
験
を
行
っ
た
場
合
に
我
が
国
が
こ
れ
ら
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
を
よ

り
明
確
に
す
る
た
め
、
公
文
を
日
印
間
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

三


